
表紙の関連記事は16ページに掲載しています。表紙の関連記事は16ページに掲載しています。

No.220
令和令和66年年

22月月2525日発行日発行

新年あいさつ・新年あいさつ・・・・・・・・・・・　２Ｐ　２Ｐ

１２月定例会・・・・・・　４Ｐ１２月定例会・・・・・・　４Ｐ

町政を問う一般質問・・・　７Ｐ町政を問う一般質問・・・　７Ｐ

議会活動報告・・・・・・１５Ｐ議会活動報告・・・・・・１５Ｐ

12
定例会
月

地域お
こし協

力隊

地域お
こし協

力隊

　芦屋
町に移

住しま
した！

　芦屋
町に移

住しま
した！

狩尾岬千畳敷にて狩尾岬千畳敷にて



新年のあいさつ

議
長
　

議
長
　

　
　
内
海

　
　
内
海  

猛
年
猛
年

　財政の健全維持、防災体制

の運営、税制の公平性、ボー

トレースの盛況、魅力向上な

ど、地域の誇りを皆さまと共

有し町の発展に向け一丸と

なって歩みます。総務財政委

員会への、平素からのご支援

とご協力に感謝いたします。総務財政委員長総務財政委員長

本田　浩本田　浩

総務財政常任委員会総務財政常任委員会

　　　　　　　 　地元に貴重な資源が

あるのに夏のレジャー

で遠方まで足を延ばす

事がありました。これ

からはレジャー港が新

たな観光拠点となり、

地域経済の発展と年間

　 を通して魅力ある町づ

　　　　　　　 くりを期待します。

奥田明彦さん奥田明彦さん

住民の声住民の声

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
町
議
会
に
対
し
、
ご
支
援
、
ご
理
解

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
一
昨
年
よ
り
花
火
大
会
や
砂
像
展
、

ま
た
他
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
も
次
々
と
再
開
し
、
に
ぎ

わ
い
や
活
気
が
戻
り
、
皆
さ
ま
の
お
顔
を
拝
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
も
、
皆
さ
ま
の
安
全
安

心
を
第
一
に
考
え
、
議
員
一
同
、
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
穏
や
か
な
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副委員長副委員長 　委員長　委員長

　　本田　浩本田　浩香田　一之香田　一之 内海　猛年内海　猛年

貝掛　俊之貝掛　俊之 辻本　一夫辻本　一夫 妹川　征男妹川　征男

企画政策、財政、税務、ボートレースなどに

関する事務の調査・議案の審査を行います。

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ②令和 6年 2月 25 日　第 220 号



　他町と比べても芦屋

町の子育て支援はと

ても充実していると

思います。商品券も助

かっているのですが

商品券の使える子ど

も用品のお店が少な

いので、もっと増える

と良いと思います。

馬淵杏さんと馬淵杏さんと

結彩ちゃん親子結彩ちゃん親子

住民の声住民の声 　保健福祉、子ども子育て、

学校教育、観光などの所管委

員会として、今年度も町民の

皆さまが安心して暮らせる町

づくりに取り組むとともに、

今まであまりできなかった定

例会以外の委員会活動にも取

り組みたいと思います。民生文教委員長民生文教委員長

萩原　洋子萩原　洋子

民生文教常任委員会民生文教常任委員会

委員長委員長
萩原　洋子萩原　洋子

副委員長副委員長　　
田中　太田中　太 中西　智昭中西　智昭

川上　誠一川上　誠一長島　毅長島　毅 松岡　泉松岡　泉

住民、福祉、子育て、観光、教育などに

関する事務の調査・議案の審査を行います。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
５
類
に
移
行
さ
れ
日
常

の
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
温
暖
化
に
よ
る

異
常
気
象
・
自
然
災
害
が
頻
繁
に
起
き
て
い
ま
す
。

　
芦
屋
町
に
お
い
て
も
災
害
対
策
に
取
り
組
み
、
住

民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
議
員
も

一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
本
年
も
住
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、
副
議

長
の
役
割
で
も
あ
る
議
長
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

副
議
長
　

副
議
長
　

　
　
　
中
西

　
　
　
中
西  

智
昭
智
昭

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや③ 令和 6年 2月 25 日　第 220 号



一言インタビュー

新年の抱負・今年の
目標は？

令和 6年 2月 25 日　第 220 号

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

毎日、

料理を作り続ける！

健康に気をつける！

宮川小夜子さん（94 歳）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正

令
和
12
年
度
ま
で
段
階
的
に
税
率
改
正
予
定

 12 月
定例会

◆
老
人
憩
の
家

  

指
定
管
理
者
の
指
定

■
施
設
の
名
称

　
芦
屋
町
老
人
憩
の
家
　

  

（
寿
楽
会
館
・
山
鹿
荘
・
鶴
松
荘
）

■
指
定
す
る
団
体

　
芦
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

高
齢
者
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
教
養
向
上
の
目

的
に
関
し
て
の
取
り
組
み
は
。

利
用
促
進
の
た
め
に
Ｗ
i
‐

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
え
、
各
施

設
に
町
所
有
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
配
置
す
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
税   

　 

条
例
の
一
部
改
正

　　
令
和
６
年
度
課
税
分
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
の
税
率
を
上
げ
る
よ

う
改
正
し
ま
す
。
ま
た
、
産
前
産

後
期
間
の
軽
減
制
度
を
新
た
に
導

入
し
ま
す
。

今
後
、
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
は
ど
の
よ
う
に
改

正
し
て
い
く
の
か
。

被
保
険
者
の
負
担
が
急
激

に
増
加
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
段
階
的
に
２
年
に
１
度
の

改
正
と
し
、
令
和
８
年
度
、
10
年

度
、
12
年
度
に
税
率
を
改
正
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
低
所
得
者

に
対
し
て
は
軽
減
措
置
を
設
け
て

い
る
。

問答

条例とは

　地方公共団体の議会

が制定する法規。国の

法律に違反しない範囲

内で制定することがで

きるもの。

アッシーの
　議会豆知識

【
改
正
は
痛
手
だ
が
国
の

法
律
改
正
で
致
し
方
な
い
】

萩
原
　
洋
子 

議
員

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
慢
性
的
な
赤
字
状
態
で

一
般
会
計
か
ら
補
填
を
行
っ

て
い
る
。今
回
の
改
正
で
は
、

被
保
険
者
の
半
数
以
上
の
世

帯
は
軽
減
措
置
を
受
け
て
お

り
、
負
担
が
急
増
し
な
い
よ

う
段
階
的
に
改
正
す
る
。
今

後
は
国
の
法
律
改
正
で
さ
ら

に
赤
字
補
填
の
解
消
が
求
め

ら
れ
る
。
赤
字
補
填
の
解
消

や
被
保
険
者
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
適
切
な
国

保
会
計
に
す
る
た
め
改
正
は

致
し
方
な
い
。

賛
成

問答

　

【
内
部
留
保
金
の
活
用
で

国
保
の
値
上
げ
を
す
る
な
】

　
　
　

  

川
上
　
誠
一 

議
員

　

県
の
標
準
保
険
税
率
に
合

わ
せ
る
改
定
で
、
今
後
８
年

間
で
４
回
値
上
げ
す
る
。
国

保
事
業
の
赤
字
は
、
国
の
補

助
金
の
減
額
に
起
因
す
る
。

新
国
保
法
で
国
保
財
政
の

42
％
を
負
担
し
て
い
た
が
、

１
９
８
４
年
に
30
％
に
削

減
、
２
０
１
８
年
に
国
庫
負

担
を
１
兆
円
削
減
し
た
。
さ

ら
に
国
保
の
広
域
化
で
自
治

体
の
法
定
外
繰
入
を
無
く
そ

う
と
し
て
い
る
。
町
に
は
多

額
の
内
部
留
保
金
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
住
民
に
負

担
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。

反
対

老人憩の家　鶴松荘

八雲忠重さん（79 歳）

健康のためにトレーニ

ングセンターに週 2 回

通います。

議
会
活
動
報
告

議会だよりあしや ④



◆
創
業
促
進

　
支
援
事
業
補
助
金

　
新
た
に
創
業
を
行
う
者
に
対

し
、
対
象
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。今

年
度
の
申
請
件
数
は
。

ま
た
、
今
後
の
見
込
み
は
。

飲
食
店
な
ど
８
件
申
請
済

み
で
あ
り
、
年
度
内
に
５

件
程
度
申
請
を
見
込
ん
で
い
る
。

⑤ 令和 6年 2月 25 日　第 220 号

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

一

般

質

問

12

月

定

例

会

吉田英治さん（50 代）

さらにおいしいお酒

を探してまわりたい

と思います。

サキさん（30 歳）

体重 50 キロ目指し、

がんばりまーす！

 補 正
 予 算

補正のあった歳出の主な内容 補正額

 電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金
 （追加給付）事業

1 億 4,270 万円

 生活応援商品券発行事業 1 億 3,882 万円

 障害児通所支援費 　　2,162 万円

 自立支援給付費 　　1,537 万円

 創業促進支援事業補助金 　　  880 万円

 アクロシティ改修業務委託（森林環境税導入対応） －

 こども計画策定調査業務委託 －

※ 1 万円未満は切り捨て。
※委託料は金額の公表を行っていません。

◆
こ
ど
も
計
画
策
定
　

　
　 

調
査
業
務
委
託

　
令
和
６
年
度
に
こ
ど
も
計
画
を

策
定
す
る
た
め
、
今
年
度
中
に

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
ま
す
。

策
定
の
根
拠
は
。
ま
た
、

子
ど
も
権
利
条
例
の
策
定

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

子
ど
も
基
本
法
で
あ
る
。

権
利
条
例
の
策
定
は
考
え

て
い
な
い
。

今
後
子
ど
も
に
関
す
る
計

画
は
ど
う
な
る
の
か
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、

子
ど
も
の
貧
困
、
次
世
代

育
成
支
援
な
ど
の
内
容
を
「
こ
ど

も
計
画
」
と
し
て
一
体
的
に
策
定

す
る
。

問答

問答問答

新店舗が増えている商店街

目標に向かってがんばるっちゃ！

物
価
高
騰
対
策

議
会
活
動
報
告

　
　

国
・
町
で
住
民
支
援

議会だよりあしや⑤



新
年
の
あ
い
さ
つ

一

般

質

問

12

月

定

例

会

条
例

 １ 月
臨時会

　議案の賛否を掲載しています。掲載のない議案は、満場一致で可決されました。

意見がわかれた議案の賛否一覧

○：賛成、×：反対を表しています。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 中
西
田
中
香
田
長
島
萩
原
本
田
松
岡
貝
掛
妹
川
辻
本
川
上
内
海

芦屋町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー 9 2 可決

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 中
西
田
中
香
田
長
島
萩
原
本
田
松
岡
貝
掛
妹
川
辻
本
川
上
内
海

芦屋町事務手数料条例の一部を改正する条例の制定
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ー ９ ２ 可決

◆
ア
ク
ロ
シ
テ
ィ
改
修

　
　
　
　
　
業
務
委
託 

　  

（
森
林
環
境
税
導
入
対
応
）

森
林
環
境
税
と
は
。

令
和
６
年
度
か
ら
課
税
さ

れ
る
国
税
で
、
１
人
あ
た

り
年
額
１
０
０
０
円
を
市
町
村
が

徴
収
す
る
。

業
務
委
託
の
概
要
は
。

県
民
税
、
町
民
税
と
別
に

管
理
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
で
、
納
税
通

知
書
や
税
証
明
の
様
式
が
見
直
さ

れ
る
。

問答問答
注
1

ア
ク
ロ
シ
テ
ィ
…
本
町
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　
　
名
称

令和 6年 2月 25 日　第 220 号

注
１

　

【
個
人
情
報
の
保
護
に
問
題
が

あ
る
】

　
　
　
　  

川
上
　
誠
一 

議
員

個
人
情
報
を
不
正
に
売
買
す
る

「
違
法
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
多
発
す

る
中
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
紐
づ
け
る
こ
と
は
情
報
が
漏

れ
る
機
会
が
増
え
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
の
危
険
が
高
ま
る
。

情
報
漏
洩
や
悪
用
の
保
護
措
置

は
設
け
て
あ
る
が
不
十
分
で
あ

り
、危
険
性
は
払
拭
で
き
な
い
。

反
対

◆
職
員
・
特
別
職
・

議
会
議
員
の
期
末
手

当
な
ど
を
引
き
上
げ

　
人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
期
末

手
当
な
ど
の
支
給
率
を
引
き
上

げ
ま
す
。

■
一
般
職
員
の
給
料
月
額
、
期

末
手
当
な
ど

給
料
：
平
均
改
定
率
１
・
１
％

期
末
手
当
：
０
・
０
５
月
分
　

勤
勉
手
当
：
０
・
０
５
月
分

■
特
別
職
の
期
末
手
当

（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
な
ど
）

期
末
手
当
：
０
・
０
５
月
分

■
議
会
議
員
の
期
末
手
当

期
末
手
当
：
０
・
０
５
月
分

◆
事
務
手
数
料
改
正

　
戸
籍
法
の
改
正
に
起
因
す
る
地

方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に

関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
新
た
に
発
生
す
る
戸
籍
及
び

除
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符

号
の
発
行
事
務
等
の
手
数
料
を
追

加
し
ま
す
。
　

注
２

識
別
符
号
…
16
桁
の
数
字
で
構
成
さ
れ
た
　
　

　
　
　
　
　
パ
ス
ワ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
。

1月臨時会 今臨時会では 5 議案が上程されました。

※議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。

　ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

今定例会では 10 議案が上程されました。12月定例会

議
会
活
動
報
告

１

月

臨

時

会

注
２

議会だよりあしや ⑥
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つ
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問

１

月

臨

時

会

12

月

定

例

会

町政を問う

ページ 質問議員 質問事項

8 松岡 　泉

◎ 子宮頸がん撲滅へ向けた取り組み

○ 学校教育におけるＩＣＴ利活用促進の状況

◎ 視覚障がい者のためのアプリ導入

9 萩原 洋子 ◎ 妊娠期からの切れ目のない支援

10 田中 　太 ◎ 教育環境の現状

11 本田　浩
◎ イベント開催時における町内の交通渋滞

◎ 町内を花いっぱいにする施策

12 川上 誠一
◎ 土地利用規制法

◎ 町民が利用する入浴施設

13 　　長島　毅　　 ◎ 町民の健康づくりの推進

14 妹川 征男
◎ 老人憩の家の廃止

○ 農業用水路に関する 9 月議会の答弁

◎：記事掲載あり　　　○：記事掲載なし

　議会だよりは要約しています。詳しくはホームページの会議録や録画中継でご確認ください。

　

　12 月８日、11 日に７人が一般質問を行いました。

　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針などの

所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点をただすことです。

一般質問

質
問
者

質
問
者

質
問
者

質
問
者

質
問
者

質
問
者

質
問
者

議
会
活
動
報
告

一般質問会議録

議会だよりあしや⑦



新
年
の
あ
い
さ
つ

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

12

月

定

例

会

１

月

臨

時

会

視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
は
、

情
報
の
取
得
や
利
用
に
多
く

の
苦
労
が
あ
る
。
町
の
情
報
提
供
の

現
状
は
。

各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る
戸

別
受
信
機
で
町
や
自
治
区
か

ら
の
情
報
が
配
信
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、「
広
報
あ
し
や
」
と
「
議
会
だ

よ
り
あ
し
や
」
を
音
声
に
し
て
提
供

し
て
い
る
。

視
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
十
分
で
は
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
課
題
は
何
か
。

障
が
い
者
情
報
に
関
わ
る
新

法
で
は
、「
障
が
い
者
で
な
い

者
と
同
一
の
情
報
を
同
一
時
点
に
お

い
て
取
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
、

高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利

用
及
び
情
報
通
信
技
術
の
活
用
を
通

じ
、
必
要
と
す
る
情
報
を
取
得
し
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
な

ど
、
４
項
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。
町

で
は
、
一
部
に
つ
い
て
は
対
応
が
で

き
て
い
る
が
、
お
知
ら
せ
で
き
る
情

報
が
限
定
的
で
平
等
に
受
け
取
れ
る

現
状
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
音

声
コ
ー
ド
ア
プ
リ
「
ユ
ニ
ボ

イ
ス
」
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
印
刷

物
の
切
り
欠
き
隣
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

ス
マ
ホ
を
か
ざ
せ
ば
音
声
で
聞
く
こ

と
が
で
き
る
。
経
費
も
ほ
と
ん
ど
か

か
ら
な
い
た
め
導
入
を
考
え
て
は
。

誰
も
が
簡
単
に
利
用
で
き
、

視
覚
障
が
い
者
の
み
な
ら
ず

高
齢
者
や
外
国
の
方
に
も
活
用
で
き

る
。
導
入
に
向
け
た
調
査
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え

ら
れ
た
世
代
の
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
」
の
接
種
率
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
が
、
原
因
は
。

①
副
反
応
や
健
康
被
害
に
対

す
る
不
安
が
払
拭
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
②
対
象
者
の
健
康
へ
の

意
識
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
に
関
す

る
認
知
・
関
心
が
低
い
こ
と
、
③
効

果
的
な
周
知
・
啓
発
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
の
３
点
が
原
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
期

限
が
迫
っ
て
お
り
、
適
切
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
。

令
和
６
年
９
月
末
ま
で
に
接

種
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
最
終
期
限
を
お
知
ら
せ
す
る

勧
奨
は
が
き
を
別
途
送
付
す
る
。
ま

た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
周
知
・

啓
発
を
は
か
っ
て
い
く
。

水道使用量・料金等のお知らせ（例）

問答答

答

問

問

答

録画中継

松松ま

つ

お

か

ま

つ

お

か
岡岡    

泉泉
い
ず
み

い
ず
み

視覚障がい者のためのアプリ導入

障がい者への情報提供は

音声コードの利用を検討
福祉課長

子
宮
頸
が
ん
撲
滅
へ

問答問

議会だよりあしや ⑧令和 6年 2月 25 日　第 220 号

７人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～



新
年
の
あ
い
さ
つ

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

12

月

定
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会

１

月

臨

時

会

コ
ロ
ナ
禍
前
後
で
出
生
数
に

変
化
は
あ
る
の
か
。

平
成
30
年
は
83
人
で
、
令
和

４
年
は
76
人
で
あ
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

生
じ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
以
前
か

ら
の
未
婚
化
、
晩
婚
化
な
ど
に
よ
り

出
生
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
中
の
世

帯
を
取
り
巻
く
課
題
は
。

子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
負

担
の
軽
減
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
、
児
童
虐
待
の
防
止
で
あ
る
。

特
に
リ
ス
ク
の
高
い
時
期
は

い
つ
頃
と
考
え
て
い
る
の
か
。

出
産
に
よ
る
体
力
低
下
や
生

活
環
境
の
変
化
、
慣
れ
な
い

育
児
へ
の
不
安
な
ど
に
よ
る
ス
ト
レ

ス
で
産
後
う
つ
を
発
症
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
３
～
６
カ
月
以
内
が
高
リ

ス
ク
と
考
え
て
い
る
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
概
要
は
。

産
後
に
支
援
が
必
要
な
母
親

を
対
象
に
宿
泊
や
日
帰
り
で

の
通
所
、
自
宅
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
事
業
。
令
和
３
年
度
は

２
人
が
延
べ
５
回
、
令
和
４
年
度
は

４
人
が
延
べ
５
回
利
用
。

周
知
も
し
て
い
る
と
思
う
が

利
用
者
が
増
え
な
い
理
由
は
。

産
後
ケ
ア
事
業
を
必
要
と
感

じ
て
い
な
い
、
必
要
と
し
て

い
な
い
人
が
一
定
数
い
る
。
ま
た
、

費
用
負
担
ま
で
し
て
利
用
し
た
い
と

思
わ
な
い
と
い
っ
た
金
銭
的
な
こ
と

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。

福
井
県
高
浜
町
で
は
、
利
用

料
の
一
部
を
町
が
補
助
し
、

町
内
の
旅
館
を
会
場
に
、
ラ
ン
チ
や

母
親
同
士
の
交
流
が
は
か
ら
れ
て
い

る
（
助
成
４
回
、
週
１
回
開
催
）。

産
婦
の
80
％
が
利
用
し
、
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
の
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
同

町
で
は
「
母
親
自
身
が
大
事
に
さ
れ

て
い
な
い
」
と
感
じ
て
い
た
こ
と
を

課
題
と
し
、
そ
の
よ
う
な
状
態
で
あ

れ
ば
、
子
ど
も
を
か
わ
い
い
と
感
じ

ら
れ
な
く
な
り
児
童
虐
待
な
ど
に
も

つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
リ
ス
ク
の
高
い
時
期
は
母
親
自

身
の
ケ
ア
に
重
点
を
お
い
た
事
業
を

行
っ
て
い
る
。
町
で
も
産
後
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。リ

ス
ク
の
軽
減
の
観
点
か
ら

も
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

育
児
生
活
情
報
や
予
防
接
種

の
管
理
が
で
き
る
電
子
母
子

手
帳
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

導
入
に
向
け
て
、
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

妊娠期からの切れ目のない支援

母親自身のケアが必要

調査研究していきたい
健康・こども課長

答 答

答

問 問問

問

答

萩萩は

ぎ

わ

ら

は

ぎ

わ

ら
原原  

洋洋ひ

ろ

こ

ひ

ろ

こ子子  

録画中継

答

問答

問

答問

子育て支援センター「たんぽぽ」で遊ぶ親子

議会だよりあしや⑨ 令和 6年 2月 25 日　第 220 号

７人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町 政を問う　～ 一般質問 ～



新
年
の
あ
い
さ
つ

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

12

月

定

例

会

１

月
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時

会

教
員
の
な
り
手
不
足
や
若
い

教
員
の
離
職
と
い
っ
た
問
題

に
直
面
し
て
い
る
が
、
芦
屋
町
で
の

現
状
は
。

年
度
当
初
は
担
任
の
欠
員
は

な
か
っ
た
。
病
気
休
暇
、
育

児
休
業
な
ど
に
よ
る
代
替
教
員
に
欠

員
は
あ
る
が
混
乱
は
な
い
。

教
員
に
欠
員
が
生
じ
て
い
る

原
因
を
尋
ね
る
。
　

教
員
数
が
最
初
か
ら
定
員
割

れ
と
な
っ
て
い
る
。
長
時
間

労
働
や
保
護
者
対
応
の
難
し
さ
が
、

報
道
に
よ
り
社
会
問
題
化
し
た
こ
と

が
志
望
者
数
の
減
少
に
影
響
を
与
え

て
い
る
と
考
え
る
。
　

　
　
　
　

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る

取
り
組
み
は
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
連
携
し
、
不
登
校
児

童
生
徒
に
対
し
、
き
め
細
か
く
柔
軟

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
定
期
的
に
小

中
学
校
を
巡
回
し
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

学
校
教
育
現
場
で
の
問
題
は

複
雑
化
・
多
様
化
し
て
き
て

お
り
、
学
校
だ
け
で
の
対
応
は
困
難

で
あ
る
。
学
校
サ
ポ
ー
ト
制
度
で
あ

る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
つ
い
て
尋

ね
る
。い

じ
め
や
虐
待
、
子
ど
も
の

問
題
行
動
な
ど
へ
の
対
応
、

保
護
者
か
ら
の
過
剰
な
要
求
へ
の
対

応
、
体
罰
や
セ
ク
ハ
ラ
、
生
徒
指
導

上
の
問
題
な
ど
へ
の
対
応
、
学
校
で

の
事
故
な
ど
、
迅
速
な
初
期
対
応
と

継
続
的
な
支
援
を
行
う
専
門
人
材
で

あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、「
子
ど
も

の
命
や
身
体
の
安
全
に
関
わ
る
重
大

事
案
の
防
止
」、「
学
校
と
保
護
者
の

合
理
的
な
信
頼
関
係
の
維
持
確
保
」、

「
教
員
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
環

境
の
確
保
」
な
ど
大
き
な
効
果
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
特
に
専
門
人
材
で
あ
る
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
、

教
員
が
諸
問
題
に
対
応
す
る
時
間
が

軽
減
さ
れ
、
よ
り
一
層
子
ど
も
と
向

き
合
い
、
き
め
細
や
か
な
指
導
が
可

能
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意

欲
や
学
力
向
上
に
も
繋
が
る
。

　
町
独
自
で
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
導

入
の
考
え
は
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
児

童
生
徒
の
最
善
の
利
益
を
念

頭
に
置
き
つ
つ
、
教
員
が
生
徒
指
導

や
保
護
者
対
応
な
ど
に
不
安
な
く
あ

た
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
文
科
省

が
唱
え
る
方
式
だ
け
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
日
常
的
に
学
校
か
ら
直
接
弁
護

士
へ
相
談
で
き
る
体
制
の
実
現
に
向

け
検
討
す
る
。

問

答

答 問

録画中継

田田た

な

か

た

な

か中中

　　

太太
ふ
と
し

ふ
と
し

教育環境の現状

スクールロイヤー導入を

実現にむけ検討する
教育長

答問答問答

問

将来の夢を語る児童（小学校にて）
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新
年
の
あ
い
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一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

12

月

定

例

会

１

月

臨

時

会

町
の
さ
ら
な
る
観
光
化
を
考

え
た
と
き
芦
屋
海
岸
に
向
か

う
道
路
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
策
は
。

駐
車
場
を
効
率
よ
く
運
用
し

前
年
の
状
況
を
踏
ま
え
工
夫

改
善
し
て
い
く
。

町
民
を
渋
滞
緩
和
策
会
議
に

参
加
さ
せ
て
意
見
や
要
望
を

取
り
入
れ
て
い
く
考
え
は
無
い
か
。

住
民
参
加
の
渋
滞
緩
和
検
討

会
会
議
は
無
い
が
各
実
行
委

員
会
で
改
善
策
を
検
討
し
て
い
く
。

地
域
住
民
の
生
活
を
守
り
、

観
光
客
と
共
存
す
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
は
無
い
か
。

観
光
基
本
構
想
の
基
本
理
念

に
掲
げ
る
持
続
可
能
な
町
づ

く
り
に
寄
与
し
て
い
く
よ
う
努
め
て

い
く
。近

隣
自
治
体
で
渋
滞
緩
和
に

効
果
が
あ
っ
た
駐
車
場
チ

ケ
ッ
ト
制
の
導
入
は
、
ス
ム
ー
ズ
な

地
域
交
通
に
繋
が
る
の
で
は
。

警
備
員
の
配
置
や
誘
導
方
法
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
区
画
や
通

路
な
ど
の
見
直
し
で
駐
車
を
促
し
、

町
内
の
渋
滞
緩
和
を
は
か
っ
て
い
き

た
い
。旧

芦
屋
中
央
病
院
を
駐
車
場

と
し
て
活
用
し
、
今
後
整
備

さ
れ
る
レ
ジ
ャ
ー
港
や
プ
ー
ル
開
催

時
期
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る
考

え
は
。駐

車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
多

く
確
保
す
る
こ
と
は
、
渋
滞

緩
和
策
に
有
効
な
対
策
と
考
え
る
。

し
か
し
費
用
対
効
果
や
運
用
面
か
ら

課
題
が
多
く
、
海
浜
公
園
駐
車
場
を

効
果
的
に
活
用
す
る
方
法
で
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

町
民
や
観
光
客
の
癒
し
の
効

果
と
し
て
街
路
樹
の
下
や
公

園
広
場
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
花

を
増
や
し
て
い
く
考
え
は
無
い
か
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自

治
区
の
公
園
な
ど
に
花
を
植

え
て
い
る
。
海
浜
公
園
な
ど
そ
の
他

公
園
管
理
者
か
ら
花
植
え
の
申
し
入

れ
が
あ
れ
ば
、
芦
屋
町
緑
化
推
進
協

議
会
で
検
討
を
行
い
た
い
。

海
浜
公
園
に
あ
る
フ
ジ
バ
カ

マ
の
花
畑
は
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

が
飛
来
し
て
い
る
。
今
後
拡
大
し
て

い
く
こ
と
は
無
い
の
か
。

フ
ジ
バ
カ
マ
の
育
成
は
様
子

を
み
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

花
畑
の
拡
大
は
公
園
整
備
計
画
を
検

討
す
る
際
の
意
見
と
し
て
賜
る
。

イベント開催時における町内の交通渋滞

駐車場のチケット制は

現状での緩和策をはかる
産業観光課長

答 問問問

海浜公園にあるフジバカマの花畑

本本ほ

ん

だ

ほ

ん

だ
田田    

浩浩
ひ
ろ
し

ひ
ろ
し  

録画中継

答答問

答問答問

答問答

町
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

す
る
施
策
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新
年
の
あ
い
さ
つ

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

12

月

定

例

会

１

月

臨

時

会

内
閣
府
と
の
意
見
聴
取
が
行

わ
れ
た
が
、
特
別
注
視
区
域

の
指
定
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

土
地
利
用
状
況
審
議
会
は
、

Ｐ
Ａ
Ｃ
３
配
備
拠
点
を
「
特

別
注
視
区
域
」
に
、
芦
屋
基
地
の
ほ

か
、
他
の
地
域
を
「
注
視
区
域
」
に

指
定
す
る
考
え
だ
が
、
現
時
点
で
は

指
定
範
囲
は
告
示
さ
れ
て
い
な
い
。

芦
屋
基
地
か
ら
１
キ
ロ
と
な

れ
ば
山
鹿
区
域
の
芦
屋
橋
周

辺
と
芦
屋
区
域
の
ほ
と
ん
ど
が
注
視

区
域
に
な
る
。
情
報
提
供
を
求
め
ら

れ
る
な
ど
、
財
産
権
を
侵
害
さ
れ
る

こ
と
で
土
地
価
格
が
低
減
し
、
不
利

益
が
出
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

内
閣
府
は
、
特
別
注
視
区
域

で
土
地
や
建
物
の
売
買
に
届

出
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
が
生
活
な

ど
に
影
響
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

内
閣
府
は
「
所
有
者
が
受
忍

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
度

の
も
の
で
あ
り
補
償
は
し
な
い
」
と

回
答
し
て
い
る
。
個
人
情
報
の
提
供

を
求
め
ら
れ
た
場
合
、
当
該
個
人
の

了
解
が
必
要
で
は
な
い
か
。

調
査
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

情
報
を
提
供
で
き
る
と
規
定

さ
れ
、
個
人
の
了
解
は
必
要
な
い
。

個
人
の
人
権
や
財
産
権
を
侵

害
さ
れ
る
問
題
な
の
で
、
住

民
説
明
会
を
行
う
べ
き
で
は
。

住
民
説
明
会
は
考
え
て
い
な

い
。
内
閣
府
も
行
わ
な
い
と

い
う
考
え
だ
。

老
人
憩
の
家
廃
止
が
報
告
さ

れ
た
が
、
廃
止
以
降
は
す
べ

て
の
町
民
が
利
用
で
き
、
介
護
予
防

や
災
害
時
の
避
難
所
機
能
を
持
っ
た

入
浴
施
設
を
作
る
考
え
は
。

現
時
点
で
は
代
替
施
設
と
し

て
新
し
い
建
物
を
作
る
考
え

は
な
い
。
将
来
公
共
施
設
の
建
て
替

え
が
必
要
な
際
に
は
ど
の
よ
う
な
機

能
を
持
た
せ
る
か
検
討
す
る
。

高
齢
者
福
祉
計
画
の
素
案
で

は
、
老
人
憩
の
家
に
つ
い
て

「
可
能
な
限
り
運
営
で
き
る
よ
う
修

繕
な
ど
を
検
討
す
る
」と
し
て
い
る
。

計
画
期
間
の
３
年
間
は
必
ず
運
営
す

る
と
い
う
こ
と
か
。

廃
止
予
定
の
令
和
11
年
３
月

ま
で
は
可
能
な
限
り
運
営
し

た
い
。
し
か
し
建
物
倒
壊
の
危
険
性

な
ど
が
生
じ
れ
ば
、
予
定
よ
り
早
く

廃
止
す
る
こ
と
も
あ
る
。

マ
リ
ン
テ
ラ
ス
を
高
齢
者
の

入
浴
に
利
用
で
き
な
い
か
。

利
用
は
で
き
る
が
、
観
光
施

設
な
の
で
町
と
し
て
は
日
常

の
入
浴
と
切
り
離
し
て
考
え
た
い
。

問答

問

答

問 答

問

問

答

答

川川か
わ
か
み

か
わ
か
み上上

誠誠せ
い
い
ち

せ
い
い
ち一一  

土地利用規制法

住民説明会はしないのか

国も町も考えてはいない
総務課長

問

答

芦屋基地の範囲

町
民
が
利
用
す
る
入
浴

施
設

問答

録画中継
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新
年
の
あ
い
さ
つ

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

12

月

定

例

会

１

月

臨

時

会

町
の
生
活
習
慣
病
の
傾
向
は
。

芦
屋
町
に
お
け
る
主
要
死
因

別
死
亡
割
合
は
、
が
ん
・
心

疾
患
・
脳
血
管
疾
患
の
順
に
多
い
。

ま
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

該
当
者
が
令
和
４
年
度
は
県
内
４

位
、
３
年
度
は
１
位
で
あ
る
。

町
の
特
定
健
診
受
診
率
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
は
37
・
１
％
で

あ
る
。

町
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
。

　
　胃

が
ん
検
診
12
・
２
％
、
肺

が
ん
検
診
９
・
５
％
、
大
腸
が

ん
検
診
11
・
１
％
、
乳
が
ん
検
診

21
・
４
％
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
15
・

6
％
で
あ
る
。

未
受
診
者
へ
の
周
知
や
受
診
・

勧
奨
の
取
り
組
み
は
。　
　

往
復
は
が
き
で
の
勧
奨
や
広

報
あ
し
や
へ
の
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
や
、
健
康
か
わ
ら
版
の
折
り
込

み
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
は

か
っ
て
い
る
。
ま
た
保
健
師
な
ど
に

よ
る
電
話
、
窓
口
、
自
治
区
総
会
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
受
診
勧
奨
を

行
っ
て
い
る
。

休
日
の
健
診
の
対
応
は
。

日
曜
日
も
健
診
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
４
年
度
は
５
日
間

行
い
、
２
７
1
人
が
受
診
し
た
。

町
の
ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン

ト
ア
プ
リ
の
利
用
者
数
は
。

11
月
末
現
在
で
３
４
２
人
。

令
和
５
年
１
月
よ
り
１
２
２

人
増
え
た
。

ア
プ
リ
の
ポ
イ
ン
ト
を
活
用

で
き
る
よ
う
、
健
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
と
引
き
換
え
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
。魅

力
あ
る
ポ
イ
ン
ト
活
用
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
調

査
研
究
し
た
い
。

健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
で
き
な
い
か
。

現
体
制
で
で
き
る
こ
と
を
ま

ず
考
え
た
い
。

筋
肉
芸
人
な
ど
、
健
康
大
使

を
任
命
し
、
楽
し
く
健
康
な

町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
。

健
康
分
野
で
町
に
縁
の
あ
る

有
名
人
が
い
な
い
。
継
続
的

に
何
を
し
て
も
ら
え
る
か
不
明
確
な

ど
か
ら
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問答 答 問

町民の健康づくりの推進

問 答

健診・検診受診率の向上

受診率向上に取り組む
健康・こども課長

ふくおか健康ポイントアプリ

答 問

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｒ
活
動

長長な
が
し
ま

な
が
し
ま島島

　　

毅毅
つ
よ
し

つ
よ
し

問 答

問答問答

問答問答
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町
内
３
カ
所
の
老
人
憩
の
家

は
45
年
が
経
過
。
町
長
は
令

和
元
年
の
施
政
方
針
の
中
で
、
町
長

選
公
約
の
１
つ
、
老
人
憩
の
家
の
建

替
え
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
明

言
。
令
和
２
年
に
は
３
７
４
万
円
か

け
て
策
定
し
た
「
老
人
憩
の
家
基
本

構
想
」
で
示
す
複
数
案
を
も
と
に
最

終
案
の
絞
り
込
み
を
行
う
と
力
説
さ

れ
た
。
廃
止
案
は
利
用
者
、
町
民
の

期
待
に
背
を
向
け
る
非
情
な
も
の

だ
。基
本
構
想
に
よ
る
建
て
替
え
は
。

現
在
と
同
じ
く
３
つ
の
施
設

を
建
て
替
え
る
現
行
踏
襲
型
、

芦
屋
部
と
山
鹿
部
各
1
つ
の
２
施
設

型
、
多
世
代
が
利
用
で
き
る
施
設
を

芦
屋
部
に
設
置
す
る
１
カ
所
複
合

型
、
同
じ
く
コ
ン
パ
ク
ト
型
を
山
鹿

部
に
も
設
置
す
る
２
カ
所
複
合
型
の

4
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

基
本
構
想
お
よ
び
町
長
の
施

政
方
針
通
り
で
あ
れ
ば
、
今

年
度
ま
た
は
来
年
度
中
に
は
建
て

替
え
が
完
了
し
て
い
た
は
ず
。
本

来
、
基
本
構
想
策
定
前
に
す
べ
き
ア

ン
ケ
ー
ト
を
策
定
後
に
実
施
し
、
廃

止
の
理
由
と
す
る
の
は
釈
然
と
し
な

い
。
し
か
も
、
基
本
構
想
の
内
容
は

全
く
示
し
て
お
ら
ず
、
廃
止
の
結
論

に
導
く
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
っ
た
こ
と
は

一
目
瞭
然
。
入
浴
料
無
料
の
老
人
憩

の
家
を
廃
止
し
た
自
治
体
で
も
、
そ

の
後
、
多
世
代
利
用
型
の
公
衆
浴
場

と
複
合
し
た
施
設
を
設
置
し
て
い
る

所
は
多
い
。
郡
内
は
ど
う
か
。

廃
止
し
た
か
ら
で
は
な
い
が
、

遠
賀
町
と
岡
垣
町
に
あ
る
。

水
巻
町
に
は
、「
天
然
温
泉
い

ち
ょ
う
の
湯
」
が
あ
る
。
廃

止
案
は
生
き
が
い
と
健
康
寿
命
の
延

伸
に
努
力
す
る
利
用
者
の
生
活
権
を

奪
う
こ
と
に
な
り
、
地
域
共
生
の
実

現
を
達
成
し
町
内
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
い
う
「
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
」

に
反
す
る
の
で
は
。
町
長
は
公
約
違

反
で
あ
り
、
町
民
に
対
す
る
背
信
行

為
と
の
声
も
あ
る
。
ま
た
、「
独
居

生
活
で
風
呂
洗
い
が
体
に
こ
た
え

る
」
と
の
声
や
、
自
宅
に
風
呂
が
な

い
人
の
悲
痛
な
声
も
聞
こ
え
る
。
建

て
替
え
が
い
つ
実
現
す
る
の
か
と
、

待
ち
望
ん
で
い
る
人
は
多
い
。
町
長

は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
初

心
貫
徹
の
気
概
で
廃
止
案
を
差
し
戻

し
、
老
人
憩
の
家
基
本
構
想
に
よ
る

建
て
替
え
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
実
行
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

費
用
負
担
の
将
来
的
な
懸
念

が
あ
る
。
町
内
の
公
共
施
設

は
充
足
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
新

た
な
公
共
施
設
の
建
設
は
し
な
い
。

将
来
的
に
他
の
公
共
施
設
の
建
て
替

え
が
必
要
な
時
に
、
機
能
は
改
め
て

検
討
す
る
。
誰
で
も
自
宅
に
風
呂
は

必
要
な
の
だ
か
ら
自
分
で
何
と
か
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答

老人憩の家の廃止

廃止は、公約違反では

施設の建設はしない
町長

妹妹い
も
か
わ

い
も
か
わ川川

征征い

く

お

い

く

お男男  

問答問

問

答

5 年後に廃止される老人憩の家・山鹿荘

録画中継

新
年
の
あ
い
さ
つ

一

般

質

問

議
会
活
動
報
告

12

月

定

例

会

１

月

臨

時

会
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日　程：11 月 21 日（火）

場　所：博多サンヒルズホテル

参加者：長島毅、貝掛俊之、本田浩、

　　　　萩原洋子、香田一之、田中太

みんなが読んでみたくなる議会だよりの作り方

　広報委員会は「議会広報紙のクリニック」に参加
しました。これは読みやすい議会広報紙を作るため
の研修会で、今回はプロのグラフィックデザイナー
による「議会だよりを制作する上での基本ポイント」
をテーマにした講話を聞きました。読みやすく、わ
かりやすい紙面を編集するためのポイントとして、
タイトルや見出しの留意点、紙面レイアウトの構成
要領などを教わりました。また「芦屋町議会だより
218 号」を事例に取り上げ、良い点、改善すべき
点を具体的に説明していただき、今後の紙面づくり
に活用できる有意義な研修でした。
　これからも町民の皆さまに議会の活動がわかり
やすく伝わる紙面づくりに向けて創意工夫してい
きます。

議会広報委員会
クリニック

　町は芦屋釜の復興を進めていますが、後継者
問題は課題の１つです。そこで１日目は天

てんみょう

明鋳
物が有名な佐野市を視察し、後継者対策や販路
拡大の取り組みを学びました。
　２日目は、芦屋町と同様に指定管理で国民宿
舎を運営している日光市を視察しました。交通
アクセスが悪い中、管理者自身が地域おこしも
含めた取り組みを実践している点などはとても
参考になりました。

民生文教委員会視察
日　程：10 月 11 日（水）～ 13 日（金）

　伊達市版ネウボラ（フィンランド語でアド
バイスの場）は子育てをしている住民の「地
域の実家のような存在」と考え、すべての妊
婦と 18歳までの子どもとその家庭に対して
相談に応じるなど、妊娠期から切れ目のない
支援が充実しており、参考になりました。
　東日本大震災・原子力災害伝承館では大地
震・大津波に加え原発事故に見舞われた経験・
教訓が、防災・減災対策の参考になりました。

行政視察
日　程：11 月１日（水）～２日（木）

視察先：栃木県佐野市役所、日光市役所ほか

視察者：萩原洋子、田中太、中西智昭、川上誠一、松岡泉、長島毅

視察先：福島県伊達市役所ほか

視察者：内海猛年、中西智昭、松岡泉、萩原洋子、本田浩

研修の様子

東日本大震災・原子力災害伝承館 佐野市役所

新
年
の
あ
い
さ
つ

１

月

臨

時

会

議
会
活
動
報
告

12

月

定

例

会

一

般

質

問
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町かど町かど
　地域おこし協力隊は、芦屋町に他市町村から

地域外の人を受け入れ、地域活動を行い、定住・

定着、地域力の維持・強化を図っていくことを

目的とした制度っちゃ！料所さん・中尾さん・

脇田さんにインタビューしたっちゃ！

町民がやさしい芦屋町・見かけたらお声をおかけください。町民がやさしい芦屋町・見かけたらお声をおかけください。

芦
屋
町
の
自
慢
は
何
で
す

か
？

（
脇
田
）
き
れ
い
な
海
と

浜
！
歴
史
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
こ
と
。
そ
の
う
ち
漫
画

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
と
の
会
話
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
？

（
料
所
）
留
学
先
の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
好
き
だ
っ
た

レ
ー
ズ
ン
パ
ン
が
恋
し
い
と
話
し

た
と
こ
ろ
、
同
じ
レ
シ
ピ
で
パ
ン

を
焼
い
て
く
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
わ
り

ま
し
た
か
？

（
中
尾
）「
海
の
綺
麗
な
町
」・

「
住
み
や
す
そ
う
な
町
」
と

思
い
、引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
が
、

「
夕
日
の
き
れ
い
な
町
」・「
町
民

が
優
し
い
町
」
が
加
わ
り
と
て
も

素
敵
な
町
と
感
じ
て
い
ま
す
。

３
人
に
新
年
の
抱
負
を
お

聞
き
し
ま
す
。

（
脇
田
）
健
康
に
過
ご
す
、

漫
画
を
た
く
さ
ん
描
い
て

い
ろ
ん
な
人
に
芦
屋
町
を
知
る
機

会
を
作
る
。

（
料
所
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

倍
増
が
目
標
で
、
芦
屋
町
の
情
報

を
ど
ん
ど
ん
外
に
出
し
て
い
く
。

（
中
尾
）
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う

に
適
度
な
運
動
と
食
生
活
に
気
を

つ
け
る
。

Ｑ

Ｑ Ｑ

Ａ

Ａ ＡＱＡ

インタビューインタビュー

議会を傍聴しませんか !
　議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の

ひとつです。ぜひお越しください。

詳細は議会事務局にお問い合わせください。

TEL 093-223-3579

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧くださ

い。なお、配信は本会議終了から７日後（土日

祝日のぞく）になります。

録画中継ページ録画中継で見た表決の様子

次回の定例会は

3 月 1 日開会予定

地域おこし協力隊

（左から中尾さん、料所さん、脇田さん）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　

３
人
に
聞
い
た
！

　
　
　

３
人
に
聞
い
た
！
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記記

　
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
そ
し
て
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ

れ
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
の
自
然
災
害

に
対
し
て
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
日
ご
ろ
の
備
え

で
す
。
こ
の
災
害
か
ら
得

た
教
訓
を
活
か
し
、
住
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
芦
屋
町
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
も
こ
の
議
会
だ
よ

り
を
通
し
、
多
く
の
情
報

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
萩
原
　
洋
子
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